










～企業内 OJT を補完する新たな能力向上モデルの構築～ 
 
A Method of the Capability Development 
for Japanese Engineers Isolated in Each Company 
          A Study of New Model to Improve Capabilities complemental to 




















































































































  「技術」の成果の上位者ほど、リーダーシップを重視している。 
  また、Farris （1988）は、効果を上げるテクニカルリーダのタイプと  
して、以下の要件を上げている。  
①  Technical expert,             ②Leader in the informal organization  
 ③Personal developer,            ④Climate creator 
 ⑤Responsive leader,             ⑥Organizational leader  






   要件① 「自ら勉強・交流、本質を見抜く技術力」 
   要件② 「現場で、共同で全てやり遂げる」 
   要件③ 「製品でお客様に磨かれ、挑戦」 
   要件④ 「考え、アウトプット機会を増やす」 
 
７．第７章の「技術者のコミュニティによる能力向上の実証事例」では、技術者の
能力を向上させるためのコミュニティを実際に立上げ、実証コミュニティを４年
半に渡り運営して、実証事例を示している。具体的には、技術者同士が社外で共
同思考するためのコミュニティを立ち上げて運営し、参加した技術者が「技術的
リーダーシップ」などで表される能力を、どのように向上させたか、また技術者
同士でどのような共同思考が行われてどんな技術的発展があったか、詳細に確認
し、場のマネージメントの理論をもとに、知識創造のダイナミクスと第６章で抽
出した能力向上要件①～④をベースに、能力向上モデルを構築している。 
さらに、これらの議論を踏まえて、最終仮説３を導出している。 
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